
　 みなさんが何気なく歩いている道ばたには、オオバコのように力強く生きている植物がたくさん
あります。ときには足を止めて、植物をじっくりと観察してみてくださいね。また、手に取って遊ん
でみるのも面白いと思います。

　
　みなさんの通学路には、右の写真の植物は生えていませんか？
　これは、「オオバコ」といい、公園や街中でよく見られる野草です。
踏まれても枯れることなく、平気で生えてくる生命力の強さから、「踏
み跡植物」とも呼ばれているそうです。
　この生命力の強さには、どんな秘密があるのか詳しく見てみましょう。
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ヒミツ①　低い背丈
　葉の様子を見てみると、タンポポのように
地面すれすれに葉を出しています。
　そのため、強風にも耐え、踏まれても倒れ
たり折れたりすることを防ぐことができます。
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ヒミツ③　しなやかで丈夫な花茎
　しなやかで丈夫なおかげで、踏まれても
花茎がちぎれにくいのです。

＊しなやかなため、茎と茎をひっかけ、引っ
張り合う遊びが楽しめます。（オオバコ相撲）
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ヒミツ②　丈夫な５本のスジ
　葉を引っ張ってみると、葉の中に太い５本
のスジがあることがわかります。
　このスジが、踏まれても葉がちぎれてしま
うのを防いでいるのです。
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ヒミツ④　ネバネバのタネ
　種は雨に濡れると、表面がネバネバになり
ます。それを動物や人が踏むと種がくっつい
て遠くに運ばれ、数を増やすことができます。
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